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本県における「多面的機能支払」への取組状況 

１ 年度別取組状況 

（１）協定面積・取組面積 

（２)交付額 

（３）市町村数・活動組織数 

協定面積
交付対象
面積

協定面積
交付対象
面積

協定面積
交付対象
面積

農地維持 66,344 63,452 71,488 67,882 72,129 68,912 1,031

共同活動 61,476 58,169 65,199 61,117 66,007 61,670 553

長寿命化 44,978 48,353 50,264 1,911

（単位：ｈａ)

Ｈ２６実績

支払区分

Ｈ２８見込み 交付対象
面積
前年比
(H２８-H２７）

Ｈ２７実績

支払区分 Ｈ２６実績 Ｈ２７実績 Ｈ２８見込み
農地維持
前年比
(H２８-H２７）

農地維持 1,416 1,530 1,556 26

共同活動 742 791 806 15

長寿命化 1,700 1,793 1,904 111

合計 3,858 4,114 4,266 152

（単位：百万円）

活動組織数 活動組織数 活動組織数

うち
広域組織数

うち
広域組織数

うち
広域組織数

農地維持 42 651 43 44 724 44 44 611 49 ▲ 113

共同活動 41 520 41 41 510 42 41 412 47 ▲ 98

長寿命化 38 494 35 38 485 36 39 374 45 ▲ 111

活動組織
前年比
(H２８-H２７）

Ｈ２６実績 Ｈ２７実績 Ｈ２８見込み

支払区分
市町村数 市町村数 市町村数
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２ 全国順位 

（１）取組面積 

  ■農地維持支払 

■資源向上支払（共同活動） 

■資源向上支払（長寿命化） 

順位 Ｈ26 Ｈ27
1 北海道（653,489） 北海道（746,522)
2 新潟県（112,794) 新潟県（121,037)
3 秋田県（89,195) 秋田県（94,788)
4 山形県（80,787) 山形県（84,196)
5 岩手県（67,324) 岩手県（75,256)
6 熊本県（66,344) 熊本県（71,488)
7 宮城県（61,979) 宮城県(69,378)
8 兵庫県（49,218) 福島県（59,116)
9 福島県（46,479) 兵庫県（50,239)
10 青森県(39,566) 青森県（43,538)

※（　）数値は取組面積。単位：ha。

順位 Ｈ26 Ｈ27
1 北海道（621,217) 北海道（676,653)
2 新潟県（101,374) 新潟県(115,106)
3 秋田県（82,163) 秋田県(88,423)
4 熊本県（61,476) 岩手県（66,569)
5 岩手県（59,761) 熊本県(65,199)
6 山形県（58,966) 山形県（61,381)
7 宮城県（51,719) 宮城県(53,773)
8 兵庫県（48,412) 福島県(49,379)
9 福島県（41,207) 兵庫県(49,226)
10 青森県(37,394) 青森県(39,050)

※（　）数値は取組面積。単位：ha。

順位 Ｈ26 Ｈ27
1 熊本県（44,978) 岩手県（55,523)
2 新潟県（43,939) 新潟県(50.799)
3 岩手県(40,126) 熊本県（48.353）
4 兵庫県（35,823) 兵庫県(37,634)
5 山形県（33,287) 山形県(36,461)
6 北海道（26,441) 北海道(26,991)
7 佐賀県（25,622) 佐賀県（26,818)
8 愛知県(19,381） 長野県(22,730)
9 福井県（18,374) 福井県(21,628)
10 岐阜県(16,209) 愛知県(20,400)

※（　）数値は取組面積。単位：ha。
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（２）農地維持支払のカバー率 

（３）交付金額 

３ 県内市町村別順位 

（１）取組面積 

  ■農地維持支払 

順位 Ｈ26 Ｈ27
1 兵庫県（78.2) 兵庫県（80.1)
2 福井県（75.0) 福井県（78.8)
3 滋賀県(70.8) 滋賀県(72.0)
4 山形県(66.9) 富山県(71.9)
5 富山県(67.8) 新潟県(71.7)
6 新潟県(66.8) 山形県(69.9)
7 佐賀県(64.2) 佐賀県(67.5)
8 京都府(63.5) 京都府(67.2)
9 秋田県(59.9) 北海道(64.0)
10 北海道(55.9) 秋田県(63.6)
11位　熊本県(55.5) 12位　熊本県(60.0)

全国平均 46.5% 51.8%
※（　）数値はカバー率。単位：％。

順位 Ｈ26 Ｈ27
1 北海道（10,181） 北海道（11,041）
2 新潟県（6,269) 新潟県（6,928)
3 山形県（4,790) 岩手県（4,847)
4 岩手県(4,506) 山形県（4,758)
5 秋田県（4,051) 秋田県（4,412)
6 熊本県（3,876) 熊本県（4,114)
7 兵庫県（3,734) 兵庫県（3,878)
8 佐賀県（2,605) 佐賀県（2,661)
9 宮城県(2,271） 宮城県(2,596）
10 福井県(2,076) 福島県（2,595)

※（　）数値は交付金額。単位：百万円。

順位 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
1 阿蘇市(13,791) 阿蘇市(13,794) 阿蘇市(13,794)
2 熊本市（7,476) 熊本市（7,679) 熊本市（7,777)
3 菊池市(4,353) 山鹿市（4.339) 菊池市（4.413)
4 山鹿市（3.872) 菊池市(4,336) 山鹿市（4.403)
5 山都町（3,204) 玉名市（3,180) 玉名市（3,455)

※（　）数値は取組面積。単位：ha。
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■資源向上支払（共同活動） 

■資源向上支払（長寿命化） 

（２）農地維持支払のカバー率 

（３）交付額 

順位 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
1 阿蘇市(13,791) 阿蘇市(13,794) 阿蘇市(13,794)
2 熊本市(6,646) 熊本市（6,863) 熊本市（6,891)
3 菊池市(4,137) 山鹿市(4,339) 山鹿市（4.403)
4 山鹿市（3.872) 菊池市(4,171) 菊池市（4.075)
5 山都町（3,204) 山都町(3,114） 玉名市（3,351)

※（　）数値は取組面積。単位：ha。

順位 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
1 熊本市(6,698) 熊本市(6,800) 熊本市(6,823)
2 山鹿市(3,872) 山鹿市(4,339) 山鹿市(4,403)
3 阿蘇市(3,818) 阿蘇市(3,821) 阿蘇市(3,821)
4 菊池市(3,629) 菊池市(3,611) 菊池市(3,611)
5 山都町(3,204) 山都町(3,114) 山都町(3,082)

※（　）数値は取組面積。単位：ha。

順位 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

1 嘉島町(89) 嘉島町(87) 嘉島町(87)
2 菊陽町(86) 菊陽町(86) 菊陽町(86)
3 益城町(81) 益城町(81) 益城町(81)
4 熊本市(77) 熊本市(79) 熊本市(79)
5 菊池市・阿蘇市(74) 山鹿市(76) 山鹿市(76)

40 球磨村(9) 水俣市(24) 天草市(23)
41 多良木町(7) 天草市(22) 水俣市(23)
42 小国町(1） 上天草市(18) 上天草市(18)
43 津奈木町(0) 和水町(17) 和水町(17)
44 水上村(0) 球磨村(9) 球磨村(12)

県平均 52% 56% 57%
※（　）数値はカバー率。単位：％。五木村はH26～取組なし。

順位 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
1 熊本市（552) 熊本市（585) 熊本市（594)
2 阿蘇市（386) 阿蘇市（410) 阿蘇市（411)
3 山鹿市（329) 山鹿市（343) 山鹿市（352)
4 菊池市（290) 菊池市（303) 菊池市（318)
5 玉名市（236) 玉名市（251) 玉名市（277)

※（　）数値は交付金額。単位：百万円。
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４ 活動組織の状況（Ｈ２８見込み） 

（１）３支払のいずれかに取組組織 

（２）農地維持支払の活動組織 

（３）長寿命化の活動組織 

（４）農地維持支払の活動組織毎の取組状況 

・対象農用地面積が「0～30ha」の間で全体に

占める割合が 50％を超えている。また、「0

～100ha」の間で見ると、85%となっており、

ほとんどの活動組織が 100ha 以内の面積で

活動している。なお、「500ha 以上」の組織

のうち９割の組織が広域化していた。 

①H27末時
の組織数

②H28新規
の組織数

③H27限り
廃止組織数

④統合等に
より減少した
組織数

①+②-③-
④
集計値

623 769 19 3 162 622 49 72,425 242 24,097

中山間直払
の集落協定と
重複する面績

(ｈa)

認定農用地
面積
（ｈａ）区分

組織数
組織数の増減

うち、広域活
動組織数

中山間直
払の集落
協定と重
複する組
織数

612 72,131 136 4,083 112 13,807 63 2,039 301 52,202 118

左記組織の
取組面積
（ｈａ）

区分

１組織当たりの平
均取組面積
（ｈａ）

組織数
左記組織の
取組面積
（ｈａ）

農地維持のみ 農地維持+共同活動

組織数
左記組織の
取組面積
（ｈａ）

組織数
左記組織の
取組面積
（ｈａ）

組織数

農地維持+長寿命化
農地維持＋共同活動＋

長寿命化

全　　体
内　　　訳

左記組織の
取組面積
（ｈａ）

組織数

374 50,264 11 158 134

１組織当たりの平
均取組面積
（ｈａ）

うち長寿化のみ

組織数
左記組織の
取組面積
（ｈａ）

組織数
左記組織の
取組面積
（ｈａ）

区分

全　　体
内　　　訳

単独 累積

0～10 112 18% 18%
10～20 117 19% 37%
20～30 88 14% 52%
30～40 78 13% 65%
40～50 43 7% 72%
50～100 81 13% 85%
100～200 44 7% 92%
200～500 22 4% 96%
500～ 27 4% 100%

計 612 - -

全体に占める
割合

対象農用
地面積
（ha）

組織数
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（５）農地維持支払における活動組織の取組面積順位 

※上告（かみづげ）地域活動組織の状況 

  ■活動組織の状況 

  ・構成員：５名（農業者のみ。4 名は 70 代以上）。事務担当者は役場勤務。 

   ・活動期間：Ｈ２６～Ｈ３０ 

   ・その他：農地維持支払のみ取組 

■Ｈ２７の活動状況 

  ・年度計画策定         １回(4/2） 

・総会             １回(4/8) 

・水路、農道等の草刈り、泥上げ ２回(5/17、8/2)・・・日当あり 

   ・水路、農道等の点検      ５回(6/14、7/12、8/13、8/26、10/4) 

   ・説明会等への参加       ２回(2/12、3/16)・・・旅費補助あり 

  ■事務担当者への聞き取り 

   ・多面的機能支払に取り組むきっかけは次のとおり 

①中山間直払に取組んでいたこと 

②パソコンによる事務処理が出来ること 

③中山間直払交付金を別の活動に充当が出来ること 

   ・構成員が高齢化しており、活動そのものの継続が厳しくなっている。 

   ・ほ場整備したエリア（受益農地）を活動対象としていることから、それ

以外の農家の参加が難しい。 

合計 順位 合計 順位

阿蘇市
阿蘇市草原環境保全
管理協定

23,457,500 938,300 1 美里町
御前浜地区
活動組織

58,800 196 607

山鹿市
山鹿地域広域協定運
営委員会

119,134,600 440,303 2 水俣市
馬渕地域活
動組織

56,000 187 608

阿蘇市
阿蘇地域農地・水・環
境保管理協定

78,719,900 264,276 3 上天草市
上の浦集落
活動組織

52,500 175 609

玉名市 玉名市広域協定 43,104,400 148,540 4 西原村 市川原 37,800 126 610

熊本市
植木町多面的機能広
域協定

39,592,700 146,566 5 芦北町
上告地域活
動組織

31,500 105 611

平成２８年度
交付金額
（円）

市町村名
対象組織名

市町村名
対象組織名

平成２８年度
　交付金額
（円）

事業計画上の
対象農用地
面積(a)

事業計画上の
対象農用地
面積(a)
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５ 女性の参画 

・活動組織の役員の中に女性の方

がいる割合は、「含まれている」

が１４％、「含まれていない」が

８６％という回答であった。

６ 多面的機能に係る県民の理解度（農業フェアでのアンケートより） 

・農業・農村の多面的機能への県民の理解度が高い項目は、「洪水防止機能」が６５％

と最も多い回答となった。次いで「地下水かん養機能」が５５％、「生態系の保全

機能」が５４％、「災害防止機能」が５１％という回答となった。 

・なお、農業フェアに出展していた多面的機能のブースに来られた方に８７名にアン

ケートを実施し、無回

答を除く７４名を分母

として計算している。


